


















措置の必要性を強調した 2)．報告は 1 週間後の 12 日に承認された．それから，わずか半
年後に英語と日本語の専科外国語学校が設立された．1964 年 9 月 21 日，旧満州の遼寧省


























































高良らの訪中の結果，1952 年 6 月 1 日に中日民間貿易協定が北京で調印された．署名
したのは中国側が南漢宸で，日本側が高良とみ，帆足計，宮腰喜助であった．以降，1953
年 10月の第二次日中民間貿易協定，1955年 5月の第三次日中民間貿易協定，1958年 3月






立した直後の 1960 年 8 月，周恩来総理は日中貿易促進会専務理事鈴木一雄ら 3 名と会見
し，「貿易三原則」（政府間協定締結・個別的民間契約の実施・個別的配慮物資の斡旋）
を提示した．この年の末，日本の 11 商社が「友好商社」と指定され，個別的配慮による










限は 1967 年 12 月 31 日までとしたが，その後両国が希望すれば延長することもできると
明記された．これまでの民間貿易と異なり，事実上は政府が保証し，長期的な取引をも可
能にした契約であった．日本側は半官半民のかたちだが，中国側は政府がすべて担った．





















No 氏名 最終学歴 No 氏名 最終学歴
１ 徐萬臨 吉林師道大学 39 隋剛 同上
２ 劉和民 哈爾浜医科大学 40 陳更強 同上
３ 徐尚仁 哈爾浜医科大学 41 張士澤 同上
４ 白俊峰 北海道農業大学 42 劉伯陽 同上
５ 劉漢璞 新京建国大学 43 来恩富 同上
６ 帥徳全 慶應義塾大学 44 佟貴功 （吉林師道大学？）
７ 郭以明 旧満州の大学（詳細不明） 45 段得宝 （吉林師道大学？）
８ 李如桐 新京建国大学 46 徐永衡 吉林師道大学大学院
９ 王煥良 旅順高公中学部 47 郭重光 東京某経済学院
10 安松齢 同上 48 黎青竹 早稲田大学
11 孫茂先 旅順高公中学部 49 劉信宏 東京美術専門学校
12 尹霊 全州女子高等学校 50 李学孔 長崎高等商業学校
13 刁潮 全州商業学校 51 張金川 （留日学生？）
14 楊長生 南満鉄路中学 52 王桂良 （奉天某大学？）
15 李蔭蓮 奉天国高 53 郭墟 作家
16 佟萬堂 全州農業学校 54 洪青火 1953年帰国，台湾系日本華僑
17 宋国治 大連市公安学校日語班 55 許昌煜 （朝鮮族？）
18 単用有 大連協実学校 56 王立錦 旅順高公師範部
19 王希凡 同上 57 楊福徳 同上
20 閻淑仁 昭和女子学校 58 楊秀 同上
21 舒明 （昭和女子学校？） 59 単巨洲 同上
22 阿文 解放軍，日本人 60 曲文奎 全州商業学校
23 阮守勤 東京某（詳細不明） 61 陳乃行 北京某学校（詳細は不明）
24 嘎日迪 北京大学日本語学科 62 金亨一 （朝鮮族？）
25 遅軍 同上 63 邵玉英 大連昭和女子中学
26 崔春基 遼寧大学数学学部 64 初玉麟 大連協実学校
27 方相文 不明 65 丁兆偉 張家口軍隊日語学校
28 李錫霖 新京建国大学 66 林彬 不明
29 田夫 同上 67 張玉霖 吉林師道大学
30 陶奎文 同上 68 楊鵬年 不明
31 薛文 同上 69 李鋭 不明
32 王漢中 新京法政大学 70 陳志雲 旅順師範大学
33 孟憲凡 同上 71 馬登路 大連協実学校
34 王保民 奉天工業大学 72 秦紹威 奉天建工学院
35 関宗堯 吉林師道大学 73 邱永豊 不明
36 戴俊章 同上 74 高連昇 大連商業学堂
37 趙銘儒 同上 75 于敬河 留日学生















外文局に所属している横川辰子 12)，森信一の 4 名の日本人「専家」13)などが北京から大連
へ派遣された．時期は 1964 年 7 月 16 日から 8 月 22 日までであった．大連日語専科学校
（以下，大連日専）は，講習が必要と思われる 49 名を受講させた．その他に周辺学校か
らの受講者が集まり 79名が参加した．












４，日本同志の食事費は，1人 1日 2元を予定している．うち，我が校は 1元を補助し，
残りは本人が負担する．また，本人の要望に応じて増減可能である．
５，宿泊費と市内交通費について．宿泊先は甲級住宅で 1人当たりは 15～ 20元，家族
の場合は 1世代 25～ 30元と計上する．車代は 1人 1日約 8～ 10元とする．
伺書には別紙一覧表が添付され，項目ごとに金額が記された．例えば，旅大市から北京
までの列車は最高等級で計 414 元，宿泊はホテル所有の戸建て住宅で 1 日計 58 元，送迎
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はホテルの車で 1日 30元，合計 4934元などである．当時，大学教授の平均給料は 220元
程度であったので，これら講師の待遇はかなりよかったと言える．新中国における日本語
「専家」の希少価値がここに窺える．
新人日本語教師に対する日本語講習を終えた 1964年 9月 21日，大連日専が開校した．
525 名の新入生を迎え，うち，男は 319 名，女は 206 名であった．出身地を一瞥すると，




年 1 月 25 日に中国共産党遼寧省委員会文教部が同省委員会に出した「関於調整充実大連
日語専科学校日語教師隊伍的請示報告」（大連日語専科学校における日本語教師グループ
の充実に関する伺い）には，同校は「教師が極めて不足しており，…現在は 43名である．1965































名で，1967 年に 509 名が卒業した 16)．卒業できなかった学生についてその原因を示して
いない．一方，学部史料『日本語学院 40 年紀事』の卒業生名簿には 493 名が掲載されて
おり 17)，『日本語学院紀事』の卒業生名簿には 513 名が掲載されている 18)．また，大学史
料によると 1965年は，新入生 396名と復学した学生 9名を合わせて 405名であったが 19)，
1968 年の卒業生は 407 名と 2 名多くなっていた 20)．一方，学部史料『日本語学院 40 年紀
事』の卒業名簿には 404名が掲載されており 21)，『日本語学院紀事』の卒業生名簿には 406
名が掲載されている 22)．校史史料には不備があるといわざるを得ない．
第 1 回卒業生 500 数名には，430 名は「機密」や「絶密」という軍隊など国防部門，61
名は各省や市の政府行政部門に配属されたが，残りの 18 名は様々な理由で暫く就職は猶



















孫氏は瀋陽師範学院政治教育学部を卒業した直後の 1964 年 8 月に本校に赴任した．政
治科目の担当や学校の党委員会などで政治幹部として活躍し，1983 年から 2000 年まで副
学長も務めた．いわば波乱に富んだ学校の歴史とともに歩んだ大連日専通である．孫氏の
回顧によると，1964年に募集した 525名の学生を 28クラスに分け，2年目から第 26クラ







かった．ただ，1969 年度と 1970 年度は，省，市の依頼により，労働者を主体とする「日














月から 12までの間，日本人教師 30名は 7回に分けて帰国した 27)．
(2)卒業生への聞き取り調査から
陳岩氏は第 28 クラス，すなわち優等生クラスの学生であった．クラスの学生数は大体
18-20 名であった 28)．1 クラスには 1 名の中国人教師が授業補佐として参加し，学生指導
や教材編纂に従事した．1 年目は基礎科目（聞く，話す）を学び，日本人教師が直接担当
した．第 28 クラスの担当教師は Y 氏（表 1，No1），Y 夫人（表 1，No9），白俊峰であっ





であった．日本語授業はもっとも多く，毎日 2 時間で週 16 時間であった．そのほか，語











































































































































































4)「高教部 1964-1970 年聘請外籍語文教師初歩規劃（分表）」（高教部 1964-1970 年外国籍
言語教師招聘試案（分表）），中華人民共和国高等教育部「関於下達聘請外籍教師計劃和
做好準備工作的通知」（外国籍教師招聘の計画およびその準備作業に関する通達）の
「附件」（（64）高人密発字第 46号），1964年 8月 3日，「絶密」印有．
5)高良とみ『非戦を生きる―高良とみ自伝』ドメス出版，1983年，164-165頁．












編さんを手がけ」たと記された．陳は 1900 年に生まれ，1990 年 3 月 6 日に亡くなった．



















館』径書房，2009 年，115 ～ 121 頁），横川次郎『我歩過的崎嶇小路－横川次郎回憶
録』（新世界出版社，1991 年）によると，夫，横川次郎（1924 年，東京帝国大学法学部
卒）と 1936 年に旧満州に渡り，以後，中国で生活した．新中国が成立後の 1961 年，夫
とともに外文局の「専家」として『人民中国』や『人民画報』の改稿に携わった．後に
外文出版社に勤務し，1999 年 5 月 9 日，91 歳で北京でなくなった．ちなみに，山内一
男「横川次郎氏の逝去を悼む」（『中国研究月報』495，中国研究所，1989 年 5 月，41





















28)前出，日本語学院編『大連外国語学院日本語学院 40 年紀事 1964-2004』に掲載された
写真「日本語学院 67 級 2 班同学合影」の学生数を数えてみると，この第 2 クラスは 22
名であった．
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平凡社社長が代表世話人となる陳涛先生追悼録刊行会より『陳涛先生追悼録』を刊行し
た．
